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その他 X線による測定結果 にっいて簡単な議論が された｡

結 晶 格 子 力 学 国 際 会 議

堀 淳 一 (北大理 )

去る8月上旬に .Copenhagenで結晶格子力学 の国際会議 Hnternati-

oflalConference on Lattic占Dynamics)が開かれ ました〔何故梅子

力学 の会議が Copenhagenで開かれたかにっいては よく分 りませんが ,研

究者が ヨ- ロツパに多 く .且つ比戟的一様に各国に分散 していることと ,

WaHerや Lundquistなどの有力な研究者が北欧にいることか ら,研究者

分布のほ･ゞ 重心にあた り,また国際的な性格の強い場所 としてCopenhagen

が選ばれたものと思われ ます〔 Copenhagen大学 のDr.Nielsen.の話によ

ります と,デ ンマークでも最近漸 (物性物選の研究に力が入れ られ るよう庭

なり .研究者の待遇 も飛躍 的に よくJなって来た由で .現 にH.C. ¢rsted I

Ⅰnstitutとい う物性研究を目的とする大 きな研 究所が出来 つつあ ります｡

まだ全 部は完成 していないとの ことで したが .Conferenceはその出来上

ったばやゝ りの新 しいAuditoriuTn で行われ ましたo Bohrの頗論物塵学研

究所 は Faelled parkenとい う大 きな公園の南の隅にあ りますが ,¢rsted

lnstitutは Anatomisk lnstitutな どと一緒に その丁 蜜反対側の北の

隅の ,Universitets parkenと呼ばれ ている一角にあ りますO会場 を出

て少 し歩 くと深 々とした森に囲 まれ た広大 な公園の芝生に出ますが .北欧 の

夏 らしいのどかな風景が展開 されていて ,戸谷 さんが大変喜んでおられ まし

-78-



結晶格 子力学国際会議

たO

会議は固体内における原子 の相互作用 と .その格子力学 に及ぼす役割 にっ

いての理解 を深めるとい う目的で行われたのですが .提出 された論 文は大体

次の5っのカテゴ f)一に分け られ ましたn

TopicA, Pho.nonDispersion Curve

Topic B. Anharmonic Effects

TopicC. Opticaland Dielectric Effects

ToDicD. Defects and Lattice Vibrations

Topic 氏. Elasticity

これに従っ て会議が進め られたわけですが .異 る分野 の研究者 の闇の

rTnXimum interactionを-はかるために .あ とでのぺ る唯一 の例外を除 い

て .すべ て paraHel sessioflなしで行われ ましたの

さて ,どうした風の吹 きまわ しか ,私が学術会議か らこのC()nference

に出席 させ ていただ <ことになったのですが ,私 は t-格子力学 "というもの

を専門的に研究 して来 たわけではな < .た またま現在 そのほんの一隅をつつ

いている恰好になっているにすぎないのでい ささか戸迷いました凸 しか し物

性節 か ら山下 さんが組織委員 として出席 され ることが前か ら分ってお り,ま

た北大か らp王1°nOn dispersion curve の仕車を して来 られた戸谷 さん

と.格子力学全般にわたっ て広い視野をおもちの武野 さんが出席 され て ,私

のよ(知 らない分野が丁乾 うま(-カバ- され ることにな りましたので ,非 常

に心強かった次第 ですp､この報告 もおそらく私が興味 をもっていることに偏

ると思い ますが .足 りない分は他 の方 々に書いていただ くことに して ,お許

しいただ きたい と思い ます.,

第 1日の 8月5日は皮 切りとしてBornと Debyeの せTheEarlyDays

of Lattice Dynamics" と題 する回顧談があ り .続 い てTopicA に属
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する講演があ りましたo中性子回折によるZn.Nb.Cu.Al等のdisp占-

rsion cuiveの研究が 10ばか り発蓑 されたのち ,C?chranの t･Inter-

pretation ofphonon-dispersionQurVen という綜合報告が ありま

したが ,この中で電子論か ら出発 した数少い orthodox theopy の 1っで

且つ一般化の可能性のあるものとして戸谷理論 を非常に高 く評価 していた･_め

が注目され ますO このあと戸谷 さん自身の発表があ りましたが ,戸谷 さんが

用意 して来 られたプ リン_卜が講演後飛ぶ ように売れてアツという間になくな

ってしまい ･戸谷理論に軍する関心の高い ことが実験的にも証 明され ましたO

休憩時間に も (この日に限 らず )戸谷 さんはひっは りだ こで .ろくに休憩す

る暇もなく .はたか ら見ているとお気の毒な位でした(,

第 2日の午前はTopicBの講演が Leibfried の綜合報告紅始 まって5

つほどあ り,また午後はTopicCで .Burnsteinの綜合報告に始 まっ て

15分 ほどの論 文が発表 され ました｡_TopicBについてはいわゆるQuasi-

harmonic 近似の妥当性やその意味にっいて議論があ りましたn Topic

Cについてもいろいろ議論が あったようですが ,私 の最 も苦手な分野で .内

容がよ く分 らなかったのが残念ですO

第 5日は午前だけで ,TopicD にあてられ ましたO 最初Montrollが

綜合報 告を しましたが･.出かける前に丁蜜出来上ったPr｡gressのSupp-

leTnent の不完全結晶特集号を送っておきました所 ,彼 と以bradudin

及びWeissの書いたSolidStatePhysicsの SupplerpentqTheory

ofLatticeDynamics in theHarmonicApproximation抄 と並べ

て ,今 までに書かれた綜合報告の 1っ として最初に紹介 してくれ ましたO重

い同位 原子 のBrown'運動等の Statisticaトdynamicalな問題につい て

も .Herrrner,Rubin等の仕事 とな らべ て日本 の不完全結晶グルー プ の 研

究が紹介 され ました廿 ..そのほかの話の内容は別に新 しい ことはあ りませんで

したが ,最近Montroll等 もextended defectの localizedmode ､
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の計算 を行っていることをのぺていたのが注 目され ます凸

IViontroll は~いかにも教養のある上流階級 という感 じのゆった りしたお

だやかな人で .J温琴 に徽笑をた ゝえながらのユ- モアを適乾に交 えた話 しぶ

りは人 をひきっけます0 4日目の夜行われたConference Banquet の際

には司会役 をやっ てい ま･したが .その司会ぶ りは堂にいったもので したn休

憩時間にAsabi｣‡oriの最近 の結果 の車 .結晶の表面全部が同位 板子で掩

われ ている場合には ,surface modeの振動数が bandの中に現われ るこ

とを話 しました ら,extended defect に対 してそれに似た結果 を

Montroll等も得たということで .一般に pointd占fectの場合 には

localizedmadeの振動数 は必ず barld の外に出るが ,extended defect

では bandめ中に現われてよいのだろ うといっ ていましたo彼の最大 の関心

はしか しやは りstatistic~aトdynami cal な問題にある らし(,戸 田さ

んや寺太 さんが出席 されな-かったのを非 常に残念がっていましたa

この日の contributed papersは defect-induced absorption

に関するものが多 く.El】inttが 自分の歴論 を含めてその大部分をまとめ

て発表 しましたが .C.Si,Ge.BaF2 等における実験結果の他 .アル カ

･)ハ ライ ドにおける locelizedrnode と extendedmodeの問の

anharmonic interaCtion の話などがあ りましたC.このあと武野 さん

のhoieを◆もつ2療子立方格子 の振動につい ての講演がありました し ,こゝ

でも日太 のグルー プ iとくに実験 の方 々が出席 していないのが大変残念 でL

EZ5I｣(1

4日目の午 前はTopicA の続 きで ･､最近流行の一sheH -nodelに関 する

Dickの綜合報告 と二三 の講演があ り.s血eH modelの評価にっいてかな

りはげしい議論が交 さ･れ ましたE,Bqrnが立 ち上って .shell-1氾delは説

明すべ きパラメ-ターの数 とaqjust,able param占terの数があまり変 ら

ないと苦情をいう一幕 もあ りま.したO同 じ午前にTobicD の続 きもあ り･
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Deanが disordered latticeの振動にっいて綜合報告を行い .主 とし

て彼 の罵するNationalPbysicalLaboratory で近年ずっと行われて

いる電子計算機による計算 の結果 を報告 しました｡新 しい こととして紘 .

Martinが導いた振動数分布の integrated densityと分布密寛の

minirnum との間の関係を与 える公式の話や .disordered latticeの

十分高い振動数 をもっmodeは強 く 王ocalize しているという結果 .及び

one-dimensionalglass(force constantが random に変 る結晶 )

のスペク トルの話などが興味があ りましたO Deanも Progressの Supp-

1ementを高 く評価 していましたQ私がその中に書 いた disordered latt-

iceのスペク トルに関する意見にっいて議論 しましたが ,電子計算機 では

答の出てこないような微妙な点の話な ので .私 の説明に うなづきなが ら,し

か し電子計算機は役に立っだろ うとしき りに念を押 していましたo

c｡nferelnceが終っ てか ら英国へ行 き .NationalPhysica王Labor-

atory を訪問 しましたが .こゝでは中 々面白い研究が行われ てい ます,,

電子スペク トルの方でもBor7andが disordered latticeの固有 状態

は強 くtPcalize しているとい う結果を得てい ますし .その他にも Ising

rilOdelや Heisenbergmodelの統計力学 のt'Statisticaトgeometri-

calけな研究があ り.場 の理論 ,量子化学 の方でも独特な研究があるそうで

すO こゝの連中 (に限 らないのでしょうが )はゆったり落着 いていて .計算

が出来 てもあわてゝ発表 しようとしないらしく.one-dimensionalglass

や Martin の公式にっいてくわ しい資料がほ しいと思ったのですが ,どち

らもまだ何 も用意 していないという返事で ,がっか りしましたO Lか しこの

悠然たる態変は少 し真似 したい と思いましたo

話がそれましたが .この 日の午後はTopic Eの2っの綜合報告 (Laxと

Rap-1anによる )ののち .今壕のConferenceで唯一蜜の Darallel

sessionに入 りました,, 1っはTopicA.8.C の続 きで ,もう1っは
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T o p ic D ,E の 続 き で す O あ と の 方 の 会 場 で 私 が A sa fii-H o r i の 2 次元格

子 に 対 す る 伝 達 行 列 の 応 用 に っ い て の 論 文 を 発 表 し た の で す が .Topic A.

B .C の 方 に 殆 ん ど 大 部 分 の 出 席 者 が 行 っ て し ま い . 私 の 出 た方 は会 場 が ガ

ラ ガ ラ 空 き で , 張 合 い が な い 上 に t 武 野 さ ん が 眼 の 前 に い て 暮い よい よあい

つ の 贋 番 が 来 た ぞ と ば か り 嬉 し そ う に ニ ヤ ニ ヤ し て い る ので調 子 が悪 くて困

り ま し た O 伝 達 行 列 の 方 法 は 久 し く 1 次 元 に し か 使 え ,ない とい うのが 定説

( ? ) に な っ て い て . M on tro 17 の 太 に も 依 然 と してそ う書 い てあ る ので .

高 次 元 に も 使 え る と い う こ と を 特 に 強 調 し て お き ま したO 同 じ会 場 で Wallis

や G az is の surfa c e m od e の 話 や . Ludw ig の extended defect

lm d e の 計 算 が 発 表 さ れ , 後 者 で は it;Lb ntro 1.1や Asa虫卜 fiori のと 同 じ く

im pu r ity band が m a in band に 重 な っ て現 われ る という 結 果 が 寄 られ

て い た の は 注 目 さ れ ま す の

こ の pa ra H e l s e ss if)n に お け る出 席者 の分 布か ら .参 加者 の大 部分 は

実 験 ま た は そ れ と 直 接 結 び つ く 理 論 に輿 暁 が あ り .基 礎的 な 理論 に対 す る関

心 は 全 般 的 に 薄 か っ た こ と が 伺 え ます｡ 5日目に行 わ れた Krum虫arlSlと･

油 ra dud iu に よ る C on fer_enとe surrmary で も .基 礎的 な問題 ELIこは あ ま

り ふ れ ら れ ま せ ん で し た n 日太 の不 完全結.晶 グルー プで 目下 1っ の中 心 問題

と な っ て い る s ta t is t icalな問題 や .方 法論 的 な問題 に興味 を もっ人 は

M on tro H . D ea n , W a H is等 の ごく少数 の人 達に限 られ てい た よ うです〔

こ と に S ta t is tic a ト d y namicalな問題 にっ い ては姐)ntrollの綜 合報

告 の 中 で ふ れ ら れ た だ け で . C(1ntributed paper が 1っ もなか っ たの は

淋 し い こ と で し た ロ

し か し 一 方 で は , 格 子 力 学 と い う広 い分野 を掩 う会議 です か ら .実 験的な

研 究 に 重 点 が お か れ る の は 当 然 で す し ,Statisticaト dynamical.な問題

等 は そ の 立 場 か ら み る と 端 の 方 で 格 子 力学 に一 寸 ひっ かかつ てい るだ けの テ

- マ に す ぎ ま せ ん E, こ の 意 味 で は . 日太 に おける実験 的研 究 の貧 しさをつ く
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づく感 じさせ られ ました0 日太か らの出席者が全部理論屋ばか りだったこ'と

がその 1っの現われですが .その塵論屋 の興味が また基礎的な問題に偏 りす

ぎているという感 じがします? もっ とも これは ,基礎的 なことの好 きな研究

者が多すぎるとい うことではな く,そうでない研究者が少なすぎるとい うこ

とであると思い ますn 日永で基礎的な研究が活登なのは1っの特色でもある

ので .この特色を伸ばす ことも必要であることはい うまで もありませんが .

それ と同時に実験及び実験 と密着 した腰論の研究をもつと盛にすることが非

常に重要であると思われ ますC,～

(1965.9.5)
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